
決算総額
歳入
272億7,426万円

（前年比11.5％増）
歳出
260億7,181万円

（前年比11.3％増）

一般会計
歳入 178億 5,357万円

　（前年比21.5％増）
歳出 170億 1,323万円

　（前年比21.0％増）

特別会計
歳入 84億 575万円

　（前年比4.2％減）
<内訳>
国民健康保険事業 35億3,976万円
土地取得費 4,985万円
公共下水道事業 15億6,332万円
公共駐車場事業 8,592万円
介護保険 26億6,993万円
後期高齢者医療 4億9,697万円

歳出 78億 6,757万円
　（前年比4.5％減）

<内訳>
国民健康保険事業 34億3,356万円
土地取得費 118万円
公共下水道事業 13億2,027万円
公共駐車場事業 2,519万円
介護保険 25億9,866万円
後期高齢者医療 4億8,871万円

企業会計（水道事業）
収益的収入 9億 516万円

　（前年比1.3％増）
収益的支出 7億 8,141万円

　（前年比3.7％増）

資本的収入 1億 978万円
　（前年比1.0％減）

資本的支出 4億 960万円
　（前年比12.7％増）

　９月市議会定例会において、
平成３０年度の決算が認定さ
れました。皆さんが納めた税
金がどのように使われたのか
をお知らせします。

平成30年度

たかはま
の決算

＜主なもの＞
■民生費
　・保育園の管理運営費用

（14億4,394万円）
■教育費
　・高浜小学校整備関係費用

（20億2,248万円）
■衛生費
　・ごみ処理関係費用

（5億3,691万円）
■総務費
　・市役所本庁舎整備関係費用

（1億6,330万円）

歳出決算額
170億1,323万円

＜主なもの＞
■国庫支出金
・児童手当の国負担金

（6億9,400万円）
■市債
・高浜小学校整備事業の
借入金

（13億1,313万円）
■県支出金
・障がい福祉サービスの
県負担金

（1億4,261万円）

歳入決算額
178億5,357万円

衛生費
18億8,647万円

11.1％

民生費
64億2,494万円

37.8％歳出

歳入

教育費
37億6,360万円

22.1％

総務費
17億8,179万円

10.5％

土木費
12億9,439万円

7.6％

公債費
8億4,591万円

5.0％

消防費
5億1,652万円

3.0％

商工費
2億885万円

1.2％ 議会費
1億5,177万円

0.9％

農林水産業費
1億3,288万円

0.8％

市税
92億692万円

51.6％

国庫支出金
22億9,697万円

12.9％

交付金・交付税など
13億7,695万円

7.7％

県支出金
12億3,986万円

6.9％

繰越金
6億2,874万円

3.5％

諸収入
4億1,511万円

2.3％

市債
20億1,740万円

11.3％

繰入金
2億613万円

1.2％

その他
4億6,549万円

2.6％

その他
611万円
0.0％

一般会計の歳入・歳出

一般会計決算の状況
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。

　
実
質
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支
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、
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今
後
も
公
共
施
設
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朽
化
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少
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ま
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ま

な
課
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お
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必

要
と
な
り
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す
。

　
引
き
続
き
、歳
入
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取
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組
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